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問　
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で

あ
る
大
久
保
北
部
の
里
山

の
利
活
用
や
工
場
緑
地
な

ど
、
市
全
体
の
緑
の
在
り

方
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

聞
く
。

答　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
か

ら
、
神
戸
西
バ
イ
パ
ス
延

伸
事
業
の
工
事
で

発
生
す
る
土
砂
の

大
久
保
北
部
遊
休

地
へ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
提
案
が

あ
っ
た
が
、
同
社

の
土
砂
搬
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
市
の

環
境
調
査
等
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と

か
ら
提
案
は
取
り

下
げ
ら
れ
た
。
そ

問　
本
市
に
お
け
る
海
岸
利

活
用
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
見
合
わ
せ
て
い
る
が
、

大
蔵
海
岸
西
地
区
に
整
備

し
た
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

を
適
切
な
時
期
に
開
設
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

問　
本
市
職
員
の
定
年
は
条

例
で
60
歳
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
現
在
、
10
人
の
職

員
の
定
年
を
延
長
し
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答　
条
例
で
は
、
職
務
が
高

度
の
知
識
や
技
能
ま
た
は

経
験
を
必
要
と
す
る
も
の

で
、
職
員
の
退
職
に
よ
り

公
務
の
運
営
に

著
し
い
支
障
が

生
ず
る
場
合
は
、

引
き
続
き
職
員

を
勤
務
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る

と
規
定
し
て
い

る
。
職
員
の
定

年
延
長
は
、
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
市

民
の
命
と
健
康

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
本

市
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
の
推
進
に
当
た
り
、
そ

の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

行
政
運
営
に
生
か
す
た
め

で
あ
る
。

	

　
ま
た
、
今
年
６
月
に
は

国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員
の
定
年
を
引
き
上

げ
る
た
め
の
法
案
が
成
立

し
、
定
年
が
65
歳
ま
で
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

60
歳
を
超
え
る
職
員
の
活

躍
の
推
進
は
、
民
間
企
業

も
含
め
た
時
代
の
流
れ
で

あ
り
、
組
織
運
営
と
職
員

本
人
に
有
益
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
と
同
様
に
定
年

を
引
き
上
げ
て
い
く
。

問　
旧
優
生
保
護
法
の
被
害

者
へ
の
国
に
よ
る
救
済
は

不
十
分
で
あ
る
。
市
独
自

の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答　
平
成
８
年
に
改
正
さ
れ

る
ま
で
56
年
間
、
約
２
万

５
千
人
の
障
害
者
は
、
優

生
保
護
法
に
よ
る
強
制
的

な
不
妊
手
術
や
中
絶
手
術

を
受
け
、
子
ど
も
を
産
み

	

育
て
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
。

	

　
国
は
31
年
４
月
に
、
旧

優
生
保
護
法
の
被
害
者
に

対
し
て
一
時
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
を
制
定
し

た
が
、
対
象
者
は
手
術
を

受
け
た
本
人
に
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
被
害
者
の

多
く
は
障
害
や
高
齢
の
た

め
、
申
請
に
必
要
な
書
類

を
用
意
で
き
な
い
な
ど
の

課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

	

　
本
市
は
、30
年
６
月
に
、

あ
か
し
保
健
所
や
明
石
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
明
石

市
障
害
当
事
者
等
団
体
連

絡
協
議
会
（
Ａあ

Ｓす

Ｋく

）
等

に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
る
。
今
後
は
、
現
行
の

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
条
例
を
参
考
に
、

国
の
一
時
金
支
給
を
受
け

ら
れ
な
い
人
へ
の
支
援
や

条
例
制
定
な
ど
、
被
害
者

に
寄
り
添
う
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

西
部
海
岸
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
し
て
県
と
市

が
連
携
し
、
活
用
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
県

が
舗
装
修
繕
や
サ
イ
ク
リ

ス
ト
向
け
の
案
内
看
板
を

設
置
し
、
市
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
沿
い
の
休
憩

施
設
に
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク

を
設
置
す
る
。
な

お
、
来
年
開
催
予

定
の
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
兵

庫
大
会
に
向
け
、

本
市
の
海
辺
を
一

層
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

	

　
海
岸
は
、
３
密

を
回
避
し
や
す
い

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

や
収
束
後
も
レ
ジ 

ャ
ー
の
場
と
し
て

有
効
活
用
で
き
る

の
一
方
で
、
同
事
業
に
必

要
と
な
る
側
道
や
迂う

回か
い
路ろ

の
整
備
は
行
わ
れ
る
た
め
、

遊
休
地
へ
の
道
路
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
遊
休
地
の
利
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

	

　
ま
た
、
工
場
緑
地
の
在

り
方
は
、
検
討
会
で
議
論

し
、
市
民
意
見
も
募
集
し

て
い
る
が
、
今
後
の
検
討

会
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
調
整
す
る
。
本
市
の

問　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健

康
被
害
救
済
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
し
、

疾
患
を
発
症
す
る
ま
で
の

潜
伏
期
間
は
20
年
か
ら
40

年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本

市
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
後
、
が
れ
き
処
理
に

携
わ
っ
た
人
も
多
く
、
今

後
、
健
康
被
害
は
増
加
す

る
と
思
わ
れ
る
。
既
存
の

支
援
制
度
で
は
、
被
害
者

の
職
種
や
ア
ス
ベ
ス
ト
吸

入
の
経
緯
な
ど
に
よ
り
利

用
で
き
る
制
度
や
補
償
内

容
が
異
な
る
た
め
、
支
援

が
迅
速
に
行
き
届
か
な
い
。

	

　
そ
の
た
め
本
市
で
は
、

あ
か
し
保
健
所
の
保
健
師

等
に
よ
る
健
康
相
談
に
加

え
、
市
民
相
談
室
に
弁
護

士
職
員
を
中
心
と
し
た
新

た
な
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

よ
り
相
談
し
や
す
い
体
制

を
整
え
る
。
ま
た
、
潜
伏

期
間
が
長
く
、
自
分
で
は

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
に
気

付
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、

医
療
機
関
と
協
力
し
、
当

該
疾
患
に
関
す
る
情
報
の

提
供
や
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
と
す
る
人

に
必
要
な
支
援
が
行
き
届

く
よ
う
、
条
例
制
定
も
検

討
し
て
い
く
。

緑
の
在
り
方
は
、
都
市
の

利
便
性
と
自
然
環
境
の
両

立
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
量
だ
け
で
な
く
質
も

考
慮
し
、
緑
地
や
公
園
の

整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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大
久
保
北
部
遊
休
地
の
利
活
用

　
環
境
調
査
を
行
い
な
が
ら
検
討

旧
優
生
保
護
法
の
被
害
者
救
済

　
　
国
の
支
援
策
で
は
不
十
分

　
市
独
自
の
支
援
を
検
討

利便性向上と環境保護の両立が重要

明石が誇る海岸
利用マナーの改善と

有効活用の両面に注力

知識と経験生かすため

市条例の特例で

職員10人が定年延長

段階的に定年を引き上げ予定

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

相
談
窓
口
を
開
設

条
例
制
定
も
検
討

が
、
ご
み
の
放
置
や
騒
音

な
ど
利
用
マ
ナ
ー
の
改
善

と
周
知
が
課
題
で
あ
る
。

	

　
今
後
は
海
岸
の
利
活
用

の
推
進
と
と
も
に
、
啓
発

活
動
な
ど
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
も
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
っ
て
い
く
。

大蔵海岸に開設予定の自然観察ゾーン

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
と
の
交
流
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
日
常
生
活
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
、

マ
ス
ク
で
物
理
的
に
も
息
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
い

つ
ま
で
こ
ん
な
生
活
が
続
く
の
か
と
気
が
め
い
り
ま

す
が
、
大
人
で
さ
え
も
こ
う
な
の
に
、
子
ど
も
の
心

は
ど
う
な
の
か
と
案
じ
ま
す
。

　

人
は
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
心
が
磨
か
れ
、
成

長
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
で
は
な
い
誰
か
の
存
在
が

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
学
校
園
の
一
斉
休
校
や
行
事
の
中
止
・
縮
小

な
ど
、
子
ど
も
の
経
験
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
た
び

に
、
ま
た
そ
れ
を
「
仕
方
な
い
」
と
子
ど
も
が
受
け

入
れ
る
姿
を
見
る
た
び
に
胸
が
痛
む
思
い
で
し
た
。

そ
し
て
一
番
怖
い
の
は
「
仕
方
な
い
」
と
思
考
停
止

し
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
も
。

　

失
わ
れ
た
子
ど
も
の
機
会
を
ど
う
補
う
か
。
今
後

出
て
き
う
る
影
響
に
対
し
て
の
手
立
て
を
私
た
ち
大

人
は
考
え
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
寄
付
行
為
等
の
禁
止
に
つ
い
て

議
員
の

　
※
時
候
の
あ
い
さ
つ
状　

　
※
中
元
や
歳
暮

　
※
祭
り
や
会
合
へ
の
寄
付

な
ど
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

永年在職表彰など受賞

　
５
月
26
日
の
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
、
４
人
の
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
市
政
発
展
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　議
員
在
職
10
年
以
上
表
彰

　
　
楠
本
　
美
紀
　
議
員
　

　
　
榎
本
　
和
夫
　
議
員

　
　
寺
井
　
吉
広
　
議
員

　
　
宮
坂
　
祐
太
　
議
員

　
ま
た
、
５
月
３
日
に
穐
原
成
人
議
員
が
兵
庫
県

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
尽
く
し

た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。


